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柿の木プロジェクト

＿鈴年前、長崎において被爆した柿の木。その木を接いだ「被爆2世の苗木。を21世紀の子どもたちとともに育ててい
しっと・現代アートの一人者である宮島達男さんが世界各地で取り組んでいます。宮島さんの活動は、この柿の木2世
の生みの親、海老沼正幸博士との出会いから生まれたものです。松代での活動は、昨年の夏の「大地の芸術祭」にはじ
養り、3月の各の陣では、会場ステージで海老沼さんから太平子ども会に苗木が贈られました。そして、今回、育てた
田を集落で植えたものです。
　　　　　　　　　もくとう植樹では、平和をかみしめ”黙祷”を捧げていました。こういう時代だからこそ、「世界が平和であるようように…。」

　なお、子どもたちの書いた絵はふるさと会館2階に11月18日～25日まで展示しています。

主
な
内
容

4月からゴミ収集がかわります…②～③
町職員の給与と定員管理の状況にっいて…④～⑤

できごと／ロ・マン24結果……⑥～⑦
・凍くびき地域づくりフォーラム”ほか…⑧～⑨

スポー一ツ……・………・・……・・…・⑪～⑪

東京発／松代の自然……………⑫～⑬
”大地の芸術祭”取り組みほか…⑭～⑮

“中学生私の主張”から／福祉・医療…⑯～⑰

文芸・カレンダー・町の行事予定…⑪～⑲

■松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1

TEL　O2559－7－2220

FAX　O2559－7－2526・7－2300
U　R　L　http＝／／www．d4．dion．neJp／～m∂tudai／
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■主な変更点は…

現　　　　　行 平成14年4月1日からの方法

松代町が収集・運搬・処理 十日町地域衛生施設組合が収集・運搬・処理

＜可燃ごみ＞は… ＜燃やすごみ＞という袋で収集します。

週1～3回収集 収集場所は、現在の場所をそのまま利用します。

週2回収集（地区により月・木又は火・金）

＜不燃ごみ＞は… ＜埋立てごみ＞という袋で収集します

月1回収集　4月～11月 月1回収集　　通年

＜資源ごみ＞は… ＜資源物＞として現在の収集場所を利用して行ないます。

月1回収集　4月～11月 月1回～2回収集で1年を通して収集します。

紙類　月1回

鉄・アルミ類　月2回

ペットボトル・カップ麺容器・白色トレー　月2回

プラスチック類　月2回
ガラスびん　月1回（透明・茶色・緑色等の3種類）
※古着類は収集しませんので、燃やすごみに出してください。

＜粗大ごみ＞は… ＜燃やす粗大ごみ＞とく埋立て粗大ごみ＞にわけて持ち込みに

年2回収集 なります。

収集は行ないません。焼却場や処分場に各家庭で持ち込むか、

または許可業者に委託してください。

＜乾電池・スプレー缶＞は… ◎乾電池は埋立てごみとして収集されますので、中身がはっき

年2回収集 りわかるようにして出してください。

◎スプレー缶は、中身を使い切って、穴をあけて資源物（鉄・

アルミ類）として収集されます。

ただし、カラースプレー缶などは埋立てごみとなります。

＜町指定袋＞は… ＜組合指定袋＞

可燃ごみ用　不燃ごみ用 燃やすごみ用と埋立てごみ用の2種類になります。
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■指定袋の価格表■ゴミ処理手数料

燃　や　す　ご　み 埋　立　て　ご　み 規格（cm） 10枚入り（璽枚当たり単価）

60kg以下　300円 0．5トン以下　600円 大　80（65）×65 500円（50円）

60kg超える場合10kg毎に50円加算 0．5トン超える場合0．5トン毎に600円加算 中　74（61）×50 300円（30円）

※冬期間は、一時保管場所に保管し、春

移送するので、移送手数料を別途徴収
小　66（53）×44 150円（15円）

※規格＝（　）内は結び部分を除く長さ
0．5トン以下　500円

0．5トン超え1トン以下　1，000円

1トンを超えるものは、車輌最大積載量

（1トン未満の端数は1トンとする）に
1，000円を乗じて得た額

※規格＝（　）内は結び部分を除く長さ
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松代町．、

　地翁公務員の給与1灘》いては．国．県類他市i班獄をぱ欝め地域罎

均衡を歯るようi定茄ら蒲て撚ま婆、幾回、往鏡の慧さんに臨の職員

の総与や定員管理状況縫鐡難でお無羅慧じまずΩ

㈲一般行政職の級劉職員数の熱況俸繍欝i鯛翻鶏鋤

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容

主事 主事 主事 主査
主任

副参事

係長
主否

課長
参事
副参事

係長

課長
参事
課長

職員数 O人 10人 9人 6人 14人 15人 8人 O人 62人

構成比 0％ ／6．／％ 14．5％ 9．7％ 22．6％ 24．2％ 12．9％ 0％ 100％

参
考

1年前の構成比 6．4％ ／1．3％ 11．3％ 12．9％ 21．0％ 22．6％ 14．5％ 0％ ／00％

5年前の構成比 10．7％ 13．3％ 9．3％ 18．7％ 30．7％ 9．3％ 6．7％ ／．3％ 100％

（注）1．松代町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

171昇総期闘短縮の黙滉

区　　　　分 合計 一般行政職 技能労務職 その他の職

12年度

職員数（A） 89人 62人 6人 21人

普通昇給期間（12～24月）を

短縮して昇給した職員数（B）
鱒人 8人 1人 5人

比率（B）／（A） 15．7％ 12．9％ 16．7％ 23．8％

11年度

職員数（A） 89人 71人 6人 12人

晋通昇給期間（12～24月）を

短縮して昇給した職員数（B）
11人 10人 O人 1人

比率（B）／（A） ／2．4％ ／4．0％ 0％ 8．3％

㈱　職員築甕の駿況

区分 松代町 国

（12年度支給割合） （12年度支給割合）

期末手当　勤勉手当
勤期
勉末
手手
当当

6月期
12月期

3月期

1．45月分0．6月分
1．60月分0．55月分

0．55月分　　月分
同　　じ

計 3．60月分1．15月分
職制上の段階、職務の等級による加算措置　有

（支給率） 自己都合　勧奨・定年

勤続20年 21．0月分　28．875月分

退 勤続25年 33，75月分　44．55月分 同　　じ

職 勤続35年 47．5月分　62．7　月分

手 最高限度額 60．0月分62．7月分
当 その他の加算措置 退職時特別昇給 原則1号給

定年前早期退職特例措置（2～20％加算） （勧奨退職の場合

退職時特別昇給 1～2号給 は1号給加算）

調整手当 平成13年4月1日現在支給該当者なし

特殊勤務 手当数 3 12年度支給割合・支給金額

手 当 （防疫等作業手当・夜間看護手当・行旅病人等収容手当） O％　　　O円

支　　　給　　　総 額 10，206千円

時間外
12年度
職員1人当たり支給年額 138千円

勤務手当 支　　　給　　　総 額 12，105干円

11年度
職員1人当たり支給年額 157千円

（注）12年度の主な時間外は、衆議院議員選挙、新潟県知事選挙、中山間地直接支払制度などです。

紛衷擁議の斌漉饗蓬遍饗欝藻算葬

区分
住民基本台帳人ロ

　（年度末）
歳出額A 実質収支 人件費B

人件比率

（B／A）

　（参考）

11年度の人件費率

12年度
平成13．3．31

4，352人

4，360，607

　　干円

110，976

　干円

648，253

　干円
14．9％ 15．5％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

働職藁総慧の燃溌繕蕃還張謎羅算鎮

区分
職員数

A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

（B／A）
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B

13年度 77人 303，810干円 43，792干円 131，847干円 479，449干円 6，227千円

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。

　　2．給与費は当初予算に計上された額です。

鰹1織繋の羅麹給鷺飼額藻馨羅摺無齢の蕪翻翻鐵欝麟薦糊雛欝

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

松代町 336，885円 370，312円 43．3歳 241，240円 252，380円 39．1歳

新潟県 370，726円 42．4歳 344，170円 45．3歳

㈱職員の鞠縫給の犠蕩輕繍講灘翻闘瑚麹

区　　分

松　代　町 国

決定初任給
採用2年経過日

　給料額
決定初任給

採用2年経過日

　給料額

一般行政職

大学卒 174，400円 188，900円 同　じ 同　じ

高校卒 141，900円 151，800円 同　じ 同　じ

技能労務職 高校卒 139，000円 148，700円 同　じ 同　じ

1識灘藁の経験難数騨嚢鰯撫欝織鞭騒鐙耀溌醗繍鍵翻鯛雛1

区　　分
経験年数10年以上

　15年未満
経験年数15年以上

　20年未満

経験年数20年以上

　25年未満

一般行政職

大学卒 円 338，900円 379，100円

高校卒 234，285円 293，040円 334，760円

※技能労務職は、全項目該当者なし
（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
　　は、採用後の年数をいいます。空欄は、該当者がいないためです。
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織建簾適整継欝圃議数懲翻標蓉礫麟藻滉

①定員適正化目標（数・率）

　定員適正化計画は平成12年度より平成16年までの5ケ年の計画であり本年度

　は2年目に当たります。計画では、町財政逼迫の折りから一般行政職員を5

　年間で2人（一般行政職員の3％）を削減する計画となっています。なお特

　別行政職員（教育委員会）と公営企業等職員（水道、下水道、国保、老健）

　は現状を維持することにしています。

②　定員適正化手法の概要

　OA化の推進、及び民間委託等を積極的に推進し、人ロ動態を考慮しながら

　行政需要に応じ、定員管理をおこなっています。

③　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（平成13年4月1日現在）

区
分

平成11年

計画前年

平成12年

1年目

平成13年

2年目

平成14年

3年目

平成15年

4年目

平成16年

5年目

12年～1癬

　計

（参考）

数1直目標

『
般
行
政

減員 3
増員

差引 △3 △2

職員数 69 69 66 （％） 67

減員

増員
特
別
行
政
差引

職員数 12 12 12 （％） 12

公
営
企
業
等
会
計

減員

増員 2
差引 2
職員数 9 9 11 （％） 9

計

減員 3
増員 2
差弓1 △1 △2

職員数 90 90 89 （％） 88

※注　介護保険関係職員については、本年度より公営企業等会計に部門替えとなりました。

④　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳（平成13年4月1日現在）

　（10）の『部門別職員数の状況と主な増減理由』と同じため省略

麟繊　畢購欝灘繕禰灘葱魏莚の緩精購職藁の蓼驚燕綴轡鍛指数　欝，灘豫1・搬癒破鞠

㈹職種瑚職員数醗成撰麟掲榴躍鐵

一般行政職 62人

特　別　職 3人 町長、助役、教育長

税　務　職 4人 税務係職員

栄　養　士 1人

保　健　婦 3人

企　業　職 3人 水道係職員

福　祉　職 10人 保育士

技能労務職 5人 学校用務員、給食調理員

計 91人

禦αゆ㈱㈱㈱㈱窃ゆ㈱㈱㈱伽ゆ㈱窃ゆ㈱㈱Q禽Q㈱㈱㈱㈱伽ゆ㈱釦ゆ㈱㈱㈱Q◎Q㈱㈱㈱㈱窃ゆ㈱αゆ驚

解目獲場窓圓業務舘後麟時き諏蚕

　職藁揮対応膨羅騰膿霧。

あらi離麟め電講羅毬蓮絡篭ノ

　用事等でどうしても午後5時15分までに窓ロにおいでに　竃
1なれな賜合は、電話酬ただ1サれば職員が午後7時までl

l対応していますので・ご利用くださし、・　　　1
臨αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ㏄αゆ。⑩αゆ㏄αゆ。⑩αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ㏄αゆαゆ　。㏄謡

区分 松代町 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶 ・配偶者　　　　　　　16，000円

養
手
…

・その他2人目まで　　　6，000円

・3人目以降　　　　　　3，000円
同

当 16～22歳の子供　　1人5，000円加算

（借家）

住 ・月額12，000円以上の家賃を支払っている

屠
手
…

　職員に対し最高27，000円まで支給

（自宅） 同

当 ・世帯主である場合1，000円、ただし住宅

を新築購入した場合は5年間2，500円

通 （交通機関利用者）

勤
手
由

・運賃等相当額。50，000円まで支給

（自動車等利用者） 同

当 ・2km以上通勤距離に応じ20，900円まで支給

⑨霧劉職の報酬等の状況穫獅麟月樋現紛

区 分 給　　料　　月　　額　　等

町　長 713，000円
給　　料 助　役 559，000円

教育長 520，000円

議　長 242，000円
報　　酬 副議長 180，000円

≡…主　　　ロ

百我　貝 160，000円

（12年度支給割合）

町　長 6月期　　　　　　　　　　　　　　1．45月分
助　役 12月期　　　　　　　　　　　　　　1．60月分
教育長 3月期　　　　　　　　　　　　　0．55月分

期末手当
計　　　　　　　　　　　　3．60月分

（12年度支給割合）

議　長 6月期　　　　　　　　　　　　　　1．45月分
副議長 12月期　　　　　　　　　　　　　1．60月分
…主　　　o
己我　貝 3月期　　　　　　　　　　　　　　0．55月分

計　　　　　　　　　　　　3．60月分

㈹部闇別職員数の状況と霊嶽増減理由

　　　　　　　　　　　（各年4月1日現在）
　　　区分

年度

職員数 対前　年増減数 主な増減理由（平成1

3年4月1日現在）平11 平12 平13 平11 平12 平13

一
般
行
政
部
門

≡主　　△
百我　　Z； 2 2 2
総務 19 20 20 △1 1
税務 5 5 4 1 △1 ・過年の増員分をもとに戻し

たことによる減

民　生 19 19 16 1
　　O
（　2）

（△2）

△3
（　2）

（△5）

・保育園園長（住民課長の兼務
解消による増）
・保育園給食調理員、過年の
減員補充による増
・介護支援センター長退職に
よる減
・国民年金の戸籍部門との統
合による減
・介護保険関係職員減3名（2
名は公営企業等部門に分類
替え、1名は削減）

衛生 4 4 4 △1
労　働 1 △1

農林 10 10 11 1
・中山間地直接支払制度導入
に伴う増

商工 3 3 3
士　木 6 6 6 △2
小　計 69 69 66 △2 △3

特
別
行
政
部
門

教　育 12 12 12

小計 12 12 12

公
営
企
業
等
部
門

水　道 3 3 3
下水道 4 4 4 1
その他 2 2 4 2

・介護保険関係職員2名増（民

生部門より部門替え）

小　計 9 9 11 1 2
合　　計 90 90 89 △1 △1
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1
0
月
1
2
日
、
小
屋
丸
集
落
に

住
む
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
ま
れ
の
音

楽
家
ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ

さ
ん
が
町
内
の
高
校
生
な
ど
と

共
演
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
「
ボ
イ
コ
・

ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
コ
ン
サ
ー
ト
●
m

ま
つ
だ
い
」
と
題
し
て
町
に
住

む
有
志
、
ゆ
き
ん
こ
ク
ラ
ブ
が

開
い
た
も
の
で
．
当
日
は
2
0

O
人
ほ
ど
が
ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー

ノ
フ
さ
ん
を
囲
ん
で
の
ス
テ
ー

ジ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
．

　
花
束
贈
呈
で
は
、
小
屋
丸
集

落
の
区
長
、
柳
昇
さ
ん
か
ら
ボ

イ
コ
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
る
な
ど

地
域
を
あ
げ
て
の
声
援
．
そ
し

て
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
ア
ン
コ
ー

ル
の
あ
と
も
拍
手
が
い
つ
ま
で

も
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
．

雛
、
灘
纒

　
1
0
月
1
3
日
か
ら
1
5
目
に
“
若

井
登
・
樋
口
吉
五
郎
故
郷
二
人

展
”
が
ふ
る
さ
と
会
館
で
開
か

れ
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
．

　
作
品
展
を
開
い
た
の
は
、
蓬

平
の
増
美
屋
さ
ん
出
身
の
若
井

登
さ
ん
（
72
歳
、
足
立
区
在
住
）

と
小
荒
戸
の
桶
屋
さ
ん
出
身
の

樋
口
吉
五
郎
さ
ん
（
71
歳
、
中

央
区
在
住
）
の
同
級
生
の
二
人

で
、
い
つ
か
作
品
展
を
し
た
い

と
い
う
話
し
を
周
り
の
同
級
生

も
後
押
し
。
お
二
人
は
「
地
元

の
同
級
生
の
お
か
げ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
．
な
お
、
若
井
登

さ
ん
は
1
5
日
に
松
代
中
学
校
で

講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。

ほ
羅
ほ
《
線
沿
線
大
正
琴
を
楽
じ
饗
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
深
鎌
響
ゆ
蕎
秋
機
共
演
ー

　
1
0
月
14
日
、
総
合
体
育
館
で

第
3
回
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
大
正

琴
を
楽
し
む
会
が
行
わ
れ
ま
し

盤嚢轡麹礁

た
．
今
回
は
n
市
町
村
か
ら
3
0

グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
あ
り
、
当

町
か
ら
も
松
代
ア
カ
シ
ア
会
と

犬
伏
す
ず
ら
ん
会
が
一
緒
に
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
7
0
0
人
ほ
ど
が

集
ま
り
、
所
属
や
流
派
に
よ
っ

て
微
妙
に
違
う
大
正
琴
の
音
色

を
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

高
齢
者
安
全
大
会

豊
か
な
地
域
で
あ
る
た
め
に

　
m
月
廻
目
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

高
齢
者
安
全
大
会
が
行
わ
れ
、
8
0

人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
犬
伏
の
小
島
昭
栄
さ
ん
は

ガ
安
全
運
転
の
失
敗
談
”
、
樋
口

　
　
　
　
　
　
八
重
美
さ
ん
は

　
　
　
　
　
　
布
団
ク
リ
ー
ニ

　
　
　
　
　
　
ン
グ
の
押
し
売

　
　
　
　
　
　
時
の
体
験
を
、
笑

　
　
　
　
　
　
い
を
交
え
て
発

　
　
　
　
　
　
表
し
ま
し
た
．

　
　
　
1
0
月
2
0
目
、
松
代
雪
割
花

　
　
力
ー
ド
会
主
催
の
日
野
晧
正

△
冒
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
ふ
る

ド
さ
と
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
．

一
　
会
場
に
は
2
0
0
人
ほ
ど

力
集
ま
り
、
日
野
晧
正
さ
ん
の

舵
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
・

望
口
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第
1
1
回
2
4
時
間
耐
久
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
m
月
6
日
、

7
日
と
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
に
は
4
5
チ
ー

ム
が
参
加
。
中
で
も
東
北
大

学
は
3
チ
ー
ム
も
出
場
し
ま

し
た
。
結
果
は
、
m
周
で
東

芝
柏
崎
チ
ー
ム
が
、
十
日
町

地
域
消
防
を
か
わ
し
て
連
覇

を
飾
り
ま
し
た
．

　
町
内
の
チ
ー
ム
で
は
、
6

位
の
O
h
！
フ
ァ
イ
ト
奴
奈

川
チ
ー
ム
を
筆
頭
に
そ
れ
ぞ

れ
健
闘
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
で

す
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タス薪商端騰レ』擁難

れ川位　を地芝し学ム　7レ

曜　　　’・

　
、
論
糠
雛
、
螺
藤
㎜
．
麗
灘
顯

　
　
　
驚
撚
胆
鍮
、
期
肇
・
礁
講
麟

撫
　
翻
難
擁
．
灘
難
－
・

繭
　
難
、
ξ
．
麟
鰯

　
　
　
　
竈
、
　
、
舘
ン
『
　
雛
弥
翻

懇
魑
鐵
，
嚢
懸

㎜
　
－
．
欝
盤
整
　
　

・
灘
簸
難
灘

諭
、
謹
騒
．
闘
蓼
騨

髄
、
鰯
翻

　
鷺
　
　
　
　
　
ウ
鰭
蜘

　
灘
瓢

表彰

☆走破3，000km（5チーム）

・Ohlファイト奴奈川

・松代分所ブーメランズ

・過激クラブ柏崎刈羽

・TEPCO激走会Part2
・富士通機電

☆走破1，000km（6チーム）

・骨髄バンク＆マルグs

・しあわせ爆走計画

・河村ランニングクラブ

・青山MMC．

・TOSYSランナーズ

・TYO

灘癖．

第11回「24時間耐久リレーマラソン」成績表

藪
－
望
　
、
獅
獺
、
灘

、
魚
　
　
　
　
蔓
…
鯉
纒
　
　
鯉

　
　
　
　
　
　
　
遮

業蓼へ、．　韓灘
　ヤ　じ
．郵
檎灘灘．馨’

順位 Nα チ　ー　ム　名 所在 周回 最終地点 距離

1 15 東芝柏崎 （柏崎市） 171 0．40 364．63km

2 44 十日町地域消防署 （十日町市） 168 1．10 358．94km

3 8 TEPCO激走会 （柏崎市） 165 0．10 351．55km

4 11 河村ランニングクラブ （新潟市） 152 0．80 324．56km

5 43 ドルフィンズ （塩沢町） 152 0．20 323．96km

6 28 Oh！ファイト奴奈川 （松代町） 141 0．60 300．93km

7 39 湯・WelS （十日町市） 141 0．20 300．53km

8 22 加茂市役所 （加茂市） 139 1．10 297．17km

9 32 R．C、P．S．2001 （新潟市） 138 0．70 294．64km
10 9 TEPCO激走会Part2 （柏崎市） 138 0．10 294．04km
11 33 ランニングスピリッツ妙高 （妙高村） 137 2．00 293．81km
12 1 気合・根性・体力 （松代町） 137 0．40 292．21km
13 20 TOSYSランナーズ （新潟市） 136 1．90 291．58km
14 36 トイペイサイクランナーズ通信 （世田谷区） 136 1．00 290．68km
15 42 T・Y・O （松代町） 136 0．40 290、08km
16 35 県職中魚沼走友会 （十日町市） 135 1．20 288．75km
17 2 上越市安江走ろう会 （上越市） 135 1．00 288．55km
18 19 青山MCC （柏崎市） 135 0．90 288．45km
19 3 富士通機電 （新潟市） 134 2．00 287．42km
20 6 ルーラル・ランナーズ （新潟市） 132 1．50 282．66km
21 5 2001”アップ三和” （三和村） 132 0．90 282．06km
22 34 酒RUN24 （妙高村） 131 2．00 281．03km
23 29 松代分所ブーメランズ （松代町） 130 で．10 278．00km
24 18 TEAMひとり娘 （巻　　町） 129 0．10 274．87km
25 14 過激クラブ・柏崎刈羽 （柏崎市） 128 1．10 273．74km
26 17 新潟県土地改良事業団体連合会 （新潟市） 128 0．60 273．24km
27 16 頚城走遊会 （頚城村） 127 2．00 272．51km
28 30 大潟町役場　だ一こて （大潟町） 126 0．90 269．28km
29 23 NTT上越「前へすすむ会」 （上越市） 124 1．50 265．62km
30 41 才レも頑張るから、お前も頑張れ （松代町） 124 1．20 265．32km
31 21 じょんのびドボッキー （柏崎市） 123 0．30 262．29km
32 27 骨髄バンク＆マルグS （村上市） 123 0．00 261、99km
33 4 朱鷺の里をさわやかに走る会 （新穂村） 122 0．30 260．16km
34 25 坂戸山ロ・マンの会 （六日町） 122 0．10 259．96km
35 12 TEAM町役場 （松代町） 121 2．10 259．83km
36 24 lRON　　BUTT （松代町） 121 1．40 259．13km
37 37 トイペイサイクランナーズ女帝 （青梅市） 118 1．50 252．84km
38 38 トイペイサイクランナーズ地獄 （柏崎市） 117 0．10 249．31km
39 31 チームy　p　aじお！ （新津市） 113 1．70 242．39km
40 40 しあわせ爆走計画 （新津市） 110 0．70 235．00km
41 7 ブルボンAC （出雲崎町） 109 0．40 232．57km
42 13 渋海ベアーズ （松代町） 107 0．90 228．81km
43 10 ごめんよ☆母さん （新潟市） 106 2．10 227．88km
44 45 こへび隊まつだいチーム （松代町） 102 0．10 217．36km
45 26 松代町商工会青年部 （松代町） 95 0．00 202．35km

7
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論轟城のあ

轟
　
悔
凍
く
び
き
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
〃
か
ら

醗
　
　
　
－
。
易
日
、
「
東
く
び
き
地
域
づ
く
り
フ
ォ
⊥
フ
ム
」
の
全
体
・
ソ
ン
ポ
ジ
ウ
余
浦

．
聯
蝿
§
…
　
　
川
原
村
の
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
か
ら
基
調
報
告
を
行
な
っ

鑑
醒
膏
た
松
之
山
町
在
住
で
、
現
在
松
代
町
太
平
の
旧
丁
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
を
拠
点
に
携
帯

　
　
　
…
　
、
．
電
話
の
ソ
フ
ト
開
発
な
ど
の
事
業
展
開
を
し
て
い
る
リ
ュ
ウ
ド
㈱
社
長
、
長
澤
久
吉
さ

　
f
”
“
　
諜

　
壷
雛
樋

　
　
　
　
韓
鼠
貫

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
羅
　
ん
、
そ
し
て
、
塾
生
と
し
て
参
加
し
、
当
日
浦
川
原
村
の
蓑
和
章
さ
ん
と
と
も
に
代
表

　
　
　
モ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
り
お
マ
コ

　
　
　
　
　
ド
　
　
ド
　
　
ド
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
じ
ら
お
ド
ポ
コ
ド
じ
ロ
　
ゑ
コ

　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
し
　
ロ
　
ア
　
コ

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
け
ゑ

　
　
蜘
稽
娠
　
麟
　
と
し
て
事
例
発
表
し
た
菅
井
幹
雄
さ
ん
の
お
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

．
層

基
調
報
告
の
一
人
と
し
て
発
表

し
た
長
澤
久
吉
さ
ん
（
4
1
歳
）

　
「
世
界
中
の
人
か
ら
使
っ
て
も

ら
え
る
物
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
い
う
長
澤
さ
ん
は
、

家
業
の
旅
館
経
営
を
継
が
な
く

て
も
、
3
0
歳
ま
で
好
き
な
こ
と

を
し
て
よ
い
と
の
父
か
ら
の
い

わ
ば
、
“
執
行
猶
予
”
を
与
え
て

も
ら
い
、
そ
の
中
で
悩
み
疲
れ

て
の
2
7
歳
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
体
験
談
を
交
え
、
前
松
之

山
町
長
の
村
山
政
光
さ
ん
か
ら

面
識
も
な
い
の
に
、
松
之
山
の

中
心
地
に
事
務
所
と
な
る
建
物

を
借
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
そ

し
て
、
廃
校
を
倉
庫
と
し
て
格

安
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
地

方
の
山
村
の
方
が
コ
ス
ト
が
掛

け
な
く
て
済
む
。
し
か
も
、
宅

配
は
、
都
内
で
発
注
を
受
け
る

の
と
、
松
之
山
で
発
注
を
受
け

る
ハ
ン
デ
ィ
は
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
し
、
さ
ら
に
、
都
内
の

ラ
イ
バ
ル
会
社
が
倉
庫
や
事
務

所
な
ど
の
高
い
家
賃
と
社
員
の

住
居
手
当
等
、
割
高
と
な
る
コ

ス
ト
で
倒
産
し
た
こ
と
を
紹
介

し
、
「
都
市
に
比
べ
地
方
の
方
が

経
費
が
か
か
ら
な
い
」
と
利
点

を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

松
之
山
で
地
道
に
独
自
の
営
業

網
も
作
り
上
げ
た
長
澤
さ
ん
は
、

米
国
に
駐
在
し
た
と
き
の
ア
メ

リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
例
に
、
「
米

国
で
は
、
一
代
で
お
金
持
ち
に

な
っ
た
人
は
、
全
米
で
使
わ
れ

る
モ
ノ
か
、
そ
れ
と
も
、
全
米

で
使
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
築
い

た
人
」
と
話
し
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
の
カ
ー
ネ
ル
・

サ
ン
ダ
ー
は
、
年
金
暮
ら
し
を

し
て
か
ら
、
妻
の
同
意
を
得
て

屋
台
か
ら
事
業
を
は
じ
め
た
こ

と
を
例
に
、
「
励
万
円
の
軽
自
動

車
を
買
う
な
ら
1
0
万
円
で
1
5
個

の
ア
イ
デ
ア
を
試
せ
ま
す
。
は

じ
め
は
失
敗
し
て
も
、
成
功
す

る
ま
で
止
め
な
い
こ
と
で
す
」

と
結
ん
で
い
ま
し
た
．

菅
井
幹
雄
さ
ん
（
4
0
歳
）

　
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

峰
に
勤
務
す
る
菅
井
さ
ん
は
「
地

元
の
食
材
と
山
の
幸
を
提
供
し
、

民
泊
か
ら
一
歩
す
す
め
た
民
宿

の
提
供
」
を
唱
え
た
事
業
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
．
交
流
塾

に
は
、
当
町
か
ら
5
人
が
参
加
．

塾
で
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、
新

し
い
産
業
に
結
び
つ
く
事
業
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

菅
井
さ
ん
は
、
今
回
の
塾
で
の

議
論
や
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
振

り
返
っ
て
、
「
塾
を
と
お
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
議
論
を
通

し
て
、
こ
う
し
た
考
え
方
も
で

き
る
ん
だ
と
い
う
発
想
の
広
が

り
が
生
ま
れ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
．
ま
た
、
「
事
業
を
起
こ

す
こ
と
は
、
実
際
に
は
む
ず
か

し
い
こ
と
」
と
前
起
き
し
な
が

ら
、
「
こ
の
土
地
に
こ
だ
わ
っ
た

本
物
を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、

都
市
で
売
れ
る
も
の
は
何
か
、

追
求
し
て
み
る
こ
と
は
大
切
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
と
お
し
て

　
昨
年
、
当
町
の
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
た
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
じ
ま
っ
た
「
東
く
び
き

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
一
般
者
を
含
め
た
3
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
今
回
を
含
め

て
4
回
の
交
流
塾
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
仕
上
げ
と
な
る
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
3
0
人

程
の
塾
生
が
「
新
た
な
産
業
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
事
業

が
2
つ
発
表
さ
れ
、
県
内
で
事

業
を
展
開
し
て
い
る
実
践
者
3

人
に
よ
る
基
調
報
告
、
そ
し
て
塾

生
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
会
場
に
は
㎜
人
ほ
ど
が
熱
心

に
議
論
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行
委
員
の

一
人
は
、
「
パ
ネ
ラ
ー
の
助
言
や

塾
生
の
取
り
組
み
は
実
践
上
の

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

東
頸
に
は
、
広
域
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
も
あ
り
ま
す
．
一
般
の

人
が
中
心
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
持
ち
、
議
論
を
深

め
て
い
く
よ
う
な
今
後
の
取
り

組
み
を
期
待
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
．

8



新
し
い
教
育
委
員
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
和
英
さ
ん
（
福
島
）

　
　
　
　
　
　
ー
関
谷
力
さ
ん
（
松
代
）
は
辞
任
1

　
　
．
・
鋸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
三
期
目
で
、
教
育
委
員
長

に
は
今
年
の
1
0
月
1
日
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
就
任
に
際
し
、
美
濃
和
さ
ん

は
「
1
0
月
下
旬
に
小
学
生
と
森

で
の
現
地
学
習
の
機
会
を
得
ま

し
た
。
そ
の
と
き
の
児
童
と
先

生
の
い
き
い
き
と
し
た
笑
顔
の

あ
る
学
習
活
動
は
と
て
も
印
象

　
　
　
　
　
そ
っ
た
く

的
で
し
た
。
埣
啄
同
時
教
育
と
は

こ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
時
に

来
年
か
ら
は
じ
ま
る
学
校
週
五

　
　
　
　
　
は
つ
ら
つ

日
制
の
中
で
、
溌
刺
と
し
た
笑
顔

を
も
つ
と
育
て
る
こ
と
の
必
要

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
退
任
し
た
関
谷
力
さ

ん
は
昭
和
5
3
年
に
教
育
委
員
と

な
り
、
昭
和
6
0
年
に
教
育
委
員

長
に
選
任
さ
れ
、
以
来
1
6
年
間
、

町
の
教
育
に
カ
に
そ
そ
い
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。
関
谷
さ
ん
は
「
松

代
に
戻
っ
て
き
て
5
0
年
に
な
り

各
▼
▲
り
1
臼
▼
▲
頓
X
▼
∴
1
爾
▼
▲
u
X
臼
▼
▲
U
I
畠
▼
＾
｝
1
の
▼
▲
u
X
爾
▼
▲
一
X
角
：
り
X
∩
▼
▲
り
－
繭
▼
塩
－
画
▼
▲
り
1
画
▼
▲
り
X
臼
z
頓
1
の
：
り
1
7
▲
り
X
7
轟
－
働
：
｝
1
の
x
り
X
7
▲
り
ー
▽
ム
X
の
z
り
X
▼
▲
り
X
臼
x
り
1
画
x
U
亙
の
z
り
ー
の
▼
∴
X
働
z
り
X
7
∴
1
7
▲
り
亙
働
Σ
り
X
∩
x
り
X
▽
∴
1
歯
x
り
X
の
▼
∴
X
の
x
り
ー
？
∴
X
∩
x
り
ー
？
▲
り
1
爾
x
？

9
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
大
正
医
院

院
長
の
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
（
享
年
7
7
歳
）
に

　
　
　
　
　
勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
は
、
昭
和
　
　
年
に
大
正
医
院
院
長
と
し
て
、

25
年
に
県
立
十
目
町
病
院
外
科
　
　
亡
く
な
る
ま
で
4
4
年
間
当
地
域

医
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
昭
和
31
　
　
　
の
医
療
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
．

　
そ
の
間
、
東
頸
城
郡
医
師
会

副
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
福
祉

法
人
久
比
岐
福
祉
会
「
救
護
施

設
名
立
園
」
運
営
委
員
会
委
員

を
そ
れ
ぞ
れ
1
6
年
っ
と
め
、
平

成
4
年
に
読
売
新
聞
社
医
療
功

労
賞
．
ま
た
、
平
成
5
年
に
医

療
功
労
賞
中
央
表
彰
を
受
け
た

ほ
か
、
同
じ
く
平
成
5
年
に
へ

き
地
医
療
功
労
、
そ
し
て
平
成

7
年
に
国
民
健
康
保
険
運
営
委

員
功
労
で
、
2
回
の
厚
生
大
臣

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
故
・
関
谷
甲
子
夫
氏
の
主
な
職

歴
】
松
代
町
国
民
健
康
保
険
運

営
委
員
会
委
員
・
松
代
町
社
会
福

祉
協
議
会
委
員
、
松
代
町
国
民

健
康
保
険
診
療
所
業
務
委
託
医
、

松
代
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
会
長
、
東
頸
城
郡
町
村
予
防

接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
委

員
、
松
代
町
体
育
協
会
会
長
、

松
代
町
文
化
協
会
会
長

ま
し
た
．
学
校
医
を
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
保
育
園
か
ら
高
校

生
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
が
成
長

す
る
の
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
か
ら
長
い
間
、
教
育

委
員
長
の
仕
事
が
つ
と
ま
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

亡
く
な
っ
た
院
長
の
兄
の
仕
事

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
生
涯
現
役

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
0
月
2
6
日
、
松
代
小
学
校
2

年
生
が
授
業
の
“
町
探
険
”
で

役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

4
人
は
、
庁
舎
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
役
場
の

感
想
を
聞
く
と
、
「
放
送
室
に
行
っ

て
は
じ
め
て
町
の
無
線
が
放
送

さ
れ
て
い
る
場
所
を
つ
き
と
め

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
日
に
松
代
中
学
校
1
年

生
の
皆
さ
ん
が
職
場
体
験
で
役

場
を
訪
れ
、
仕
事
に
つ
い
て
、
「
道

i駐＝
”

”
・
一

馳
■
一　

裕
章
君
は
、
冬
の
陣
の
懸
垂
幕

　
　
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
．

。
　
来
年
の
冬
の
陣
は
、
二
人
で

ム
ロー
　
つ
く
っ
た
懸
垂
幕
が
役
場
庁
舎

　
を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
”

離
雛
費
錘
鞭
馨
鷺
蝿

町
全
体
で
は
施
設
が
で
き
、
道

が
よ
く
な
る
こ
と
は
、
住
民
に

と
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
個
々
に
お
い
て
は
、
大

切
な
農
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
失

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
全
体
の

幸
せ
を
考
え
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
む
ず
か
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
ね
」
と
話
す
職
員

に
、
生
徒
は
「
役
場
で
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
合
併
の
こ

と
な
ど
大
変
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
ね
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
も
最

初
は
大
変
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
、
市
川
賢
司
君
と
小
堺
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　　　　　　　寧　　　　　　磐　　　　馨　　　罧　5第

学
年
順
位

男　　　子 女　　　子

氏　名 学校名 記　録 氏　名 学校名 記　録

1
年
生

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

佐藤　　猛

中村　　実

小嶋　　凌

柳　　勇一

樋口　真生

南雲　優一

奴奈川小

松代小

孟地小

松代小

松代小

奴奈川小

0＝04＝52

0＝05＝08

0＝05＝08

0＝05＝27

0＝05130

0＝05＝31

山本　　茜

武田　　彩

菅井　静香

市川美乃里

若山　萌子

柳　　佑果

孟地小

松代小

孟地小

孟地小

松代小

孟地小

0＝04＝23

0104141

0＝04＝57

0：04＝58

0＝05＝02

0105105

2
年
生

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

佐藤　友樹

齋木　拓磨

菅井　雄也

高野　泰介

関谷　　翼

佐藤　雄真

奴奈川小

奴奈川小

孟地小

松代小

松代小

奴奈州小

0：04：斗4

0：04：36

0：04139

0：04：41

0：0414薗

0：04144

柳　　幸江

石田　えり

松山　　舞

松澤佳奈
小堺　那美

武田　佳奈

松代小

孟地小

孟地小

松代小

奴奈州小

松代小

0104：20

GlO4：23

0：04：3葉

0104：38

GlO4：45

0104講9

3
年
生

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

柳　　遼太

市川　利政

畔上　洋裕

松山　光一

関谷　友明

室岡未来雄

孟地小

松代小

松代小

孟地小

松代小

松代小

0＝09：30

0＝09＝55

0109＝59

0＝10＝09

0＝10＝13

0＝10122

山本　　栞

齊木　　優

柳　　由紀

柳　沙綾果

関谷　　唯

市川　史織

孟地小

孟地小

孟地小

孟地小

松代小

松代小

0＝09：24

0＝10：23

0＝10＝54

0＝11：22

0＝11＝32

0＝11＝42

第
2
2
回
上
越
地
区
小
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

顯

1 五十嵐洋太 松代小 0：08罰5 佐藤　千紘 奴奈翔小 ㊤＝0914呂

2 相沢　祐樹 松代小 0108129 梧澤　柚葉 松代小 GlO9158

4 3 高橋健斗 松代小 0：09：鷺2 中沢　璽奈 奴奈州小 0罰0：12
．
年
生 4 松幽　拓也 蓋地小 01091旛 秋幽　葵幸 松代都 ◎綱0類2

5 山本　哲郎 孟地小 Ol㊤響調5 柳　　瑞穂 孟地癖 雛10類3

6 鈴木　嚢趨 松代小 Ol㈱譲＄ 中澤優畢 奴奈翔樫 闘O譲の

1 柳　　　凌 孟地小 0＝12＝41 小嶋なつみ 孟地小 0：14＝13

2 長谷川和也 松代小 0＝13＝40 市川　正恵 松代小 0＝14＝19

5 3 柳　　真理 松代小 0＝13＝46 五十嵐さくら 松代小 0＝15125
年
生 4 高橋　　大 松代小 0＝14＝32 関谷　水希 松代小 0＝15＝37

5 室岡優紀雄 松代小 0＝14：40 柳　さをり 孟地小 0＝15＝38

6 小堺　　純 奴奈川小 0114＝49 小野島彬子 松代小 0：16：26

荏 小堺　雄太 松代撫 O翔21絡 幽岸玲畢 松磯爆 鯛霧1欝

2 五牽嵐春彦 松代11、 ⑧：鞭i難9 灘爾　沙織 孟地撫 雛鵜講懇

6 3 関谷　　綾 松代琳 ◎1欝⑧籔 柳　嚢漿葵 松撫灘 雛糾1駿
隼
生 4 中灘　政業 奴奈州琳 Ol総1灘 関欝　絵梨 松撫灘 ◎…鱗総慧

5 駒形知彦 総槻藤 ⑤i紹壌2 雛堺糞喪 撫崇灘鱗 醸羅：翻

窃 關谷　慈灘 繊織琳 鶴総…麗 齋灘　灘盤 蚊譲獺轟 醗鞭鐸

鋤
辮
⑤
難
欝
　
郡
難
瓢
襲
馨
灘
優
薦
灘
o
蝿

錨
、
，丞

　
1
0
月
1
6
日
、
上
越
市
営
陸
上
競
技
場
で
行
な
わ
れ
た
第
2
2
回
上
越
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
、

孟
地
小
の
柳
凌
君
が
㎜
材
走
5
年
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
声
が
聞
き
と

れ
な
い
選
手
が
い
て
、
再
レ
ー
ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
柳
君
は
2
回
と
も
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
。
優
勝
に
、
柳

君
は
「
松
代
小
と
孟
地
小
学
校
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
う
れ
し
か
っ
た
。
2
回
も
走
っ
て
緊
張
し
た
」
と
話
し
、

喜
び
も
2
倍
で
し
た
。
入
賞
し
た
児
童
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
32
回
越
後
あ
ら
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
マ
ラ
ソ
ン
（
1
0
月
14
日
・
新

井
市
営
陸
上
競
技
場
）
▽
小
学

生
5
・
6
年
女
子
3
キ
。
⑥
山
岸

70

轍

瑚
　
・

〔
男
子
〕
▽
㎜
㌶
5
年
①
柳
凌

（
孟
地
）
30
秒
1
8
▽
走
り
高
跳
び

6
年
⑤
柳
大
志
（
松
代
）
〔
女
子
〕

▽
8
0
㌶
ハ
ー
ド
ル
5
年
②
小
嶋

な
つ
み
（
孟
地
）

↑
臨
、
霧
灘

灘　灘瀞

玲
子
（
松
代

町
走
ろ
う
会
）

▽
中
学
生
女

子
3
キ
。
⑥
樋

口
友
佳
子
（
松

代
町
走
ろ
う

会
）
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よ
越
地
選
へ
』
璽
崇
礫
羅
嶽

　
　
索
子
ぽ
6
位
入
賞
、
男
解
松
僕
A
チ
ー
ム
楼
憩
位

　
1
0
月
1
7
日
、
板
倉
町
周
辺
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
上
越
地
区
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会
で
、
松
代
中
学
校
女
子
A
チ
ー
ム
が
参
加
3
3
チ
ー
ム
中
、

6
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
は
、
参
加
4
7
チ
ー
ム
中
、
1
0
位

と
い
ず
れ
も
活
躍
。

　
指
導
に
あ
た
る
小
林
先
生
は
「
男
女
と
も
接
戦
の
中
、
よ
く
や
っ
た

と
思
い
ま
す
。
特
に
女
子
は
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
4
7
回
上
越
地
区
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
〔
男
子
1
9
・
3
キ
。
〕

▽
総
合
1
0
位
松
代
A
1
時
間
04

分
4
2
秒

1
区
⑮
小
堺
裕
司
（
3
年
）
2

区
⑥
関
谷
和
明
（
3
年
）
3
区

⑥
田
邊
邦
幸
（
3
年
）
4
区
⑥

西
片
正
則
（
3
年
）
5
区
⑥
佐

藤
精
（
3
年
）
6
区
⑲
五
十
嵐

太
博
（
1
年
）

第
n
回
上
越
地
区
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
〔
女
子
1
3
・
O
キ
。
〕

▽
総
合
6
位
松
代
A
　
4
8
分
5
6

秒1
区
⑦
小
嶋
ち
え
み
（
2
年
）

2
区
⑦
樋
口
沙
織
（
2
年
）
3

区
⑦
樋
口
友
佳
子
（
1
年
）
4

区
⑯
鈴
木
静
（
2
年
）
5
区
④

石
黒
祐
子
（
3
年
）

1醐
駿松代高校女子擢位麺灌躍　　　　　　　伝　　　　　駅　　　校　　篇羅

　
1
0
月
2
7
日
、
弥
彦
村
営
陸
上
競
技
場
付
属
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
新
潟
県
古
回
寺
学
校
駅
伝

競
走
大
会
で
、
松
代
高
校
女
子
チ
ー
ム
が
参
加
2
2

チ
ー
ム
中
1
2
位
。
ま
た
、
男
子
は
5
4
チ
ー
ム
出
場

中
、
2
0
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
る
佐

野
先
生
は
、
「
女
子
は
、
私
が
指
導
し
て
い
る
間

で
、
は
じ
め
て
の
出
場
で
し
た
。
1
・
2
年
中
心

の
チ
ー
ム
な
の
で
、
来
年
は
8
位
入
賞
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
男
子
は
も
っ
と
上
位
を
ね
ら

う
実
力
が
あ
り
ま
す
。
男
女
と
も
に
ス
キ
ー
選
手

が
多
く
出
場
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
冬
に
向
け

て
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
52
回
新
潟
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

〔
男
子
〕
4
2
・
1
9
5
キ
。

▽
松
代
高
校
総
合
2
0
位
2
時
間
2
5
分
02
秒

1
区
⑳
池
田
翔
2
区
⑬
小
堺
直
人
3
区
⑳
関

谷
則
和
4
区
⑳
渡
辺
俊
5
区
⑳
樋
口
誠
也
6

区
⑦
南
雲
優
7
区
⑳
石
塚
健
太
郎

第
1
6
回
新
潟
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

〔
女
子
〕
2
1
・
0
9
7
5
キ
。

▽
松
代
高
校
総
合
1
2
位
1
時
間
2
4
分
5
5
秒

1
区
⑮
渡
辺
亜
季
2
区
⑩
関
谷
有
希
3
区
⑧

尾
嶋
奈
穂
4
区
⑧
関
谷
惣
呈
大
5
区
⑩
若
月
ゆ

か
り

17
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O卿醒

柏
崎
海
岸
さ
よ
り
釣
大
会
に
参
加
し
て

欝．

霧継
辮

　
　
　
　
　
堀

　
東
京
松
代
会
釣
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
て
5
年
に
な
り
ま
す
。

　
柏
崎
の
さ
よ
り
釣
に
は
い
つ

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
1
0
月
7
日
～
8
日
（
1
泊
2

日
）
の
大
会
に
は
、
松
代
町
か

ら
町
会
議
員
の
柳
明
さ
ん
、
役

場
の
馬
場
利
夫
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
総
勢
12
名
で
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　
優
勝
は
関
谷
孝
さ
ん
、
2
位

宮
澤
長
三
さ
ん
、
3
位
若
井
広

次
さ
ん
で
し
た
．

　
夜
は
宿
泊
先
の
江
の
尻
館
で

捕
り
た
て
の
魚
を
肴
に
宴
会
と

な
り
、
芸
達
者
な
女
将
さ
ん
、

カ
ラ
オ
ケ
プ
ロ
級
の
釣
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
、
そ
れ
は
そ
れ
は
楽

し
い
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
釣
ク
ラ
ブ
で
は
、
女
性
の
方

も
大
い
に
歓
迎
し
て
い
ま
す
．

攣

工
　
藤
　
正
　
子

千
葉
県
印
西
市
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
老
）

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

申
込
先
　
会
長
　
関
谷
　
孝

（
皿
0
4
8
9
1
4
3
1
7
3

7
6
）

」
一

￥
＼
∠

繍繍樋鱒樋備㈱轍聯鱗働繍働騰鱒囎騰鋤鋤囎鱒鋤繍鱒騰鱒繍鋤繍鱒鱒囎備麟繍鱒聯鋤繍鱒㈱鱗鵬働働㈱鱒鋤㈱鱒繍繍鑛欝鷺輪犠
覆
要
麟
緊
薩
蓼
鐵
騨
鍵
蓼
鍛
攣
盤
響
麟
騨
畿
灘
薩
聯
薩
灘
爵
霧
墾
馨
藪
騨
露
懸
二
籔
騨
盤
懸
鐡
懸
麟
響
盤
響
縫
璽
蟹
懲
響
Ω
響
盤
攣
塗
馨
鍛
響
9
響
塗
醤
鐸

新
入
会
員
ご
紹
介

　
氏
名
（
旧
姓
）
　
　
小
卒
年
度

〈
峰
方
地
区
〉
…
8
名

　
関
野
ウ
メ
ノ
（
小
堺
）

　
小
堺
　
彰

　
秋
山
官
田
士
夫

　
小
堺
喜
三
郎

　
玉
虫
シ
ユ
（
小
野
島
）

　
杉
山
　
弘

　
秋
山
吉
行

　
小
山
チ
ヨ

〈
伊
沢
地
区
〉
…
1
4
名

　
若
月
ミ
ヤ

　
石
田
洋
子

　
柏
崎
節
子

　
柳
　
若
子

　
高
橋
久
子

　
斉
木
太
強
男

　
山
本
又
三

　
菊
地
マ
ス

　
金
山
テ
リ

　
鈴
木
ヱ
ツ
（
柳
）

　
高
橋
フ
ミ

　
小
島
利
義

　
柳
　
周
冶

　
若
月
辰
夫

〈
山
平
地
区
〉
…
1
1
名

　
太
田
ミ
チ
（
山
岸
）

　
室
岡
行
雄

　
小
堺
一
夫

　
斉
藤
利
夫

　
大
重
恵
子
（
桜
沢
）

　
池
田
正
夫

　
唐
沢
キ
ミ
（
樋
口
）

　
菅
井
宣
子

　
橋
本
ヤ
イ
（
武
田
）

　
桜
澤
喜
久
栄

　
笹
川
ス
ミ
（
武
田
）

〈
奴
奈
川
地
区
〉
…
1
6
名

S
4
0

S　S　S

281922
S　S　S　S

292831　31

S　S　S

293727SSSSSSSS33　33　27　33　33　22　33　34S
2
1 集

落
・
屋
号

蓬
平
・
清
蔵

蓬
平
・
助
ぜ
ん

清
水
・
三
助

蓬
平
・
え
く
い
ん

会
沢
・
長
助

会
沢
清
水
・
山
市

桐
山
・
小
松

海
老
犬
伏
犬
伏
犬
伏
・
じ
ん
ど

孟
地
・
納
屋

中
子
・
し
も

犬
伏
・
善
平
さ

滝
沢
犬
伏
・
金
八

犬
伏
・
中
林

滝
沢
犬
伏
・
仁
左
衛
門

犬
伏
・
重
屋

海
老

蒲
生
・
そ
で

仙
納
・
岩
タ
ラ

蒲
生
・
南
田

田
野
倉
・
六
郎

諏
訪
峠
・
隠
居

蒲
生
・
新
屋
敷

田
野
倉
・
堂
の
浦

名
平
・
下
木

名
平
・
宮
の
下

諏
訪
峠
・
五
右
衛
門

名
平
・
宮
の
下

鱒備鱒鱒纐鱒嚇鱒纈鱒纐鱒鱒鱒鋤鵜鱒働働鱒櫛働鱒鋤働鱒鱒鱒櫛鱒働鱒鱒鱒鱒鱒鱒鋤嚇鱒鱒轍纐鱒鱒嚇鱒鱒鰍鱒鱒鱒鱒鱒櫛の
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東
京
だ
よ
り

《
次
期
役
員
体
制
決
ま
る
》

　
1
0
月
1
0
日
の
役
員
会
に
お
い

て
平
成
1
4
～
1
5
年
度
の
役
員
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
．

★
会
長

★
副
会
長

★
〃
　
〃
★
〃
　
〃

幹
事
長

牧
田
嘉
正
（
奴
奈
川
）

鈴
木
茂
雄
（
松
代
）

萬
羽
三
蔵
（
峰
方
）

山
岸
弘
政
（
伊
沢
）

井
上
正
美
（
山
平
）

石
野
　
士
（
奴
奈
川
）

若
井
謙
一
（
峰
方
）

松
代
の
自
然

副
〃
　
佐
藤
直
義
（
奴
奈
川
）

（
以
上
四
役
の
み
、
★
は
新
任
．

そ
の
他
は
会
報
1
1
号
掲
載
の
組

織
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

武
田
晃
平
会
長
は
顧
問
に
、
小

堺
重
三
郎
・
若
井
幸
両
副
会
長

は
相
談
役
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

短．

　⑰・

《
つ
ど
い
》

10

月
1
3
日
じ
ょ
ん
の
び
の
会

（
新
潟
県
人
会
館
、
牧
田
信
治

会
長
、
7
6
名
出
席
）

10

月
2
1
日
当
会
地
引
網
バ
ス
ツ

ァ
ー
（
富
津
海
岸
、
m
名
参
加
）

《
会
の
う
ご
き
》

11

月
1
4
日
企
画
委
員
会

12

月
1
日
役
員
会

12
月
2
日
会
報
第
n
号
発
送
（
新

会
員
名
簿
、
十
周
年
祝
賀
会
案

内
状
、
冬
の
陣
案
内
状
、
会
費

納
入
依
頼
状
同
封
）

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
ぽ
　

騰
　
中
東
レ
イ
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

㈱
　
　
小
池
一
子
（
中
沢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

騰
　
渡
辺
秀
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

榊
　
山
岸
国
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

嚇
　
佐
藤
功
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峠
・
た
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
原
田
原
・
山
城
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁
・
上
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
原
田
原
・
よ
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

轍
　
由
木
篤
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

騰
　
中
村
早
苗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

灘
　
山
下
敬
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

繍
　
柴
田
末
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

糊
　
佐
藤
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

繍
　
佐
藤
与
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
繁
夫
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
・
福
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
・
福
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁
・
と
な
り

辮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
所
・
池
の
尻
　
　
　
　
　
辮

繍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
原
田
原
・
伴
之
助
　
　
　
欝

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
　
　
　
　
難

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峠
．
家
持
　
　
　
　
　
㈱

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
原
田
原
・
山
中
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
31

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
2
4

轍
　
　
　
　
　
　
　
S
1
0
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
3
0

　
　
人
見
ミ
チ
子

　
　
中
沢
千
鶴
子

　
　
小
堺
　
昇

　
　
牧
田
　
偉

　
　
中
沢
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
嵐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
）

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
新
会
員
合
計
5
6
名
　
齢

シ
ロ
オ
ニ
タ
ケ

　
こ
の
写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て
「
な
ん
だ
！
　
こ
れ

は
？
？
？
。
雪
だ
る
ま
？
」
と
思
う
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
松
代
の
関
谷
八
郎
さ
ん
か
ら
写
真
か
ら
送

ら
れ
て
き
て
、
9
月
2
0
日
に
小
貫
の
山
の
方
面
に
ク

ル
、
、
＼
を
拾
い
に
行
っ
た
ら
白
い
ダ
ル
マ
さ
ん
に
出
会
っ

て
、
大
急
ぎ
で
わ
ざ
わ
ざ
家
ま
で
愛
用
の
カ
メ
ラ
を
取

り
に
戻
っ
て
、
撮
影
し
た
も
の
だ
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
白
い
ダ
ル
マ
さ
ん
の
正
体
は
『
シ
ロ
オ
ニ
タ
ケ
』
と

い
う
キ
ノ
コ
の
幼
い
も
の
で
し
た
．

　
キ
ノ
コ
全
体
に
白
い
い
ぼ
い
ぼ
が
出
て
い
て
、
ち
ょ
つ

と
無
気
味
み
た
い
な
、
ま
た
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
み
た
い
な

感
じ
の
す
る
も
の
で
、
巨
大
に
成
長
す
る
も
の
は
傘
の

直
径
が
2
0
セ
ン
チ
に
も
な
る
と
図
鑑
に
あ
り
ま
す
．
し

か
し
、
私
が
若
い
と
き
に
最
初
に
発
見
し
た
も
の
は
、

も
っ
と
大
き
く
て
、
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
私
は
度
肝
を

抜
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
茎
は
太
く
て
、
い
ぼ
に
覆
わ
れ
、
根
元
に
ゆ
く
ほ
ど

太
く
ふ
く
ら
み
ま
す
が
、
性
質
は
も
ろ
く
て
崩
れ
易
い

も
の
で
す
か
ら
持
ち
帰
り
は
困
難
で
す
．

　
見
る
か
ら
に
毒
々
し
く
触
る
こ
と
さ
え
厭
な
感
じ
の

も
の
で
、
当
然
食
用
に
は
な
り
ま
せ
ん
．
触
る
ぐ
ら
い

に
し
て
、
こ
の
面
妖
な
愛
嬌
の
あ
る
キ
ノ
コ
を
鑑
賞
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
林
の
中
を
歩
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ノ
コ
に
出
会
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
私
た
ち
の
知
ら
な
い
も
の
ば
か
り

で
、
か
わ
い
い
も
の
、
無
気
味
な
も
の
、
変
ち
く
り
ん

な
も
の
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
（
多
様
性
）
に
富
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
不
明
な
も
の
に
は
手
を
出
さ
な
い

で
、
眺
め
て
楽
し
む
だ
け
で
満
足
し
ま
し
ょ
う
．
こ
ん

な
白
い
ダ
ル
マ
さ
ん
に
出
会
っ
た
関
谷
さ
ん
も
、
記
録

の
た
め
に
撮
影
し
た
だ
け
で
、
あ
と
は
ソ
ッ
と
し
て
お

い
た
よ
う
で
し
た
。

　
森
の
妖
精
と
い
わ
れ
る
キ
ノ
コ
た
ち
の
群
舞
す
る
林

や
森
の
中
を
散
策
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
．

　
こ
の
自
然
の
中
に
暮
ら
す
幸
せ
と
い
う
も
の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
高
橋
八
十
八
）
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か
か
し

　
次
回
に
向
け
て
、
案
山
子
隊
の

　
皆
さ
ん
が
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
体
験

10
月
2
7
日
～
2
8
日
に
か
け
て
、
2
年
後
の
「
大
地
の
芸
術
祭
」
に
向

け
て
、
町
の
企
画
の
支
援
を
す
す
め
て
い
る
ま
つ
だ
い
案
山
子
隊
の
皆

さ
ん
8
人
が
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
見
学
し
ま
し
た
。

、
罐
鰭
欝

ド
　
　
，
灘
婆

　
今
回
の
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
で
は
、
地
元
、
横
浜
で
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
芸
術
祭
の
関

連
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
を
学
び
、
当
町
な
ど
が

す
す
め
て
い
る
野
外
芸
術
展
と

横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
の
違

い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
特

徴
は
、
屋
内
を
利
用
し
た
現
代

作
品
の
展
示
に
カ
を
入
れ
て
い

る
も
の
で
す
．
今
回
訪
れ
た
横

浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は
、
主

会
場
と
な
る
み
な
と
み
ら
い
2
1

新
港
地
区
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、

そ
し
て
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
隣
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示

ホ
ー
ル
の
2
個
所
を
見
学
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
一
人
は
、
「
屋

外
展
は
、
映
像
が
中
心
で
、
現

代
芸
術
を
映
像
を
使
っ
て
見
せ

る
の
は
、
非
常
に
現
代
的
な
方

法
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
を
最
後
ま
で
見
る
の
に
時

問
が
か
か
り
、
付
き
合
う
方
に

と
っ
て
大
変
難
儀
な
作
業
に
な

り
ま
す
．
ま
た
、
私
た
ち
の
町

で
は
、
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
が
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
、
テ
ー
マ

も
6
市
町
村
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
作
品
は
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
統
一
感
が
あ

り
ま
し
た
．
し
か
し
、
横
浜
で

は
、
意
図
の
異
な
る
4
人
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
担
当
し
た
作
品
が

同
居
し
て
会
場
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。
ア
ク
の
強
い
作
品
も
あ

り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
印
象

の
薄
い
感
じ
だ
け
が
残
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し

た
。　
芸
術
祭
関
連
商
品
の
開
発
で

は
、
画
版
や
C
D
R
に
よ
り
1

1
0
人
の
作
家
の
う
ち
5
5
人
了

解
し
、
春
か
ら
準
備
に
入
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ロ

ゴ
マ
ー

ク
の
使

用
し
た

も
の
は
、

事
務
局

へ
の
手

数
料
を

支
払
っ

た
ほ
か
、
作
っ
た
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
や
T
シ
ャ
ツ
は
一
定
量
を
作

家
に
贈
呈
す
る
方
法
が
と
ら
れ

て
い
ま
し
た
．

　
ま
た
、
今
回
は
、
渋
谷
代
官

山
に
あ
る
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
の

事
務
所
を
訪
れ
、
代
官
山
近
辺

の
再
開
発
を
手
が
け
た
北
川
さ

ん
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
実

際
に
街
を
歩
き
な
が
ら
取
り
組

み
を
体
験
し
ま
し
た
．

　
あ
な
た
も
、
2
0
0
3
年
の

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
向
け
て
活

動
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

　
問
い
合
わ
せ
は
企
画
振
興
課

ま
で
．

柿
の
木
プ
国
鐸
韮
纏
撫

被
爆
膨
た
苗
．
鳶
9
て
ネ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
翻
巻
祈
聯
櫃
樹

　
⑩
月
2
8
日
、
昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
か
ら
す
す
め
て
き
た
長
崎
で
被

爆
し
た
柿
の
木
を
育
て
、
後
世
に
平
和
を
伝
え
よ
う
と
い
う
。
柿
の
木

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
の
記
念
植
樹
が
太
平
集
落
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

概
脚
轄
㎜
欝
－
撒
…
澱
憲
嚢
繊
顎
騒
　
’
　
　
、
、
　
隆
、
』
熟
饗

　
麺
懇

　
　
ヨ

㎜
運
　
　
ー
．
－
・

．
翫

昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
同

集
落
の
1
軒
屋
を
「
柿
庵
」
と
し

て
借
り
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す

す
め
た
園
田
さ
ん
と
小
川
さ
ん

を
迎
え
て
、
集
落
の
収
穫
祭
と

あ
わ
せ
て
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
集
落
の
人
が
見
守

る
中
、
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
植
樹
を
行
っ
た
あ
と
、
「
平

和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
山

　
　
　
　
　
　
　
も
く
と
ヂ
つ

岸
玲
子
さ
ん
の
声
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
吉
田
さ
ん
の
指
導

で
子
ど
も
た
ち
は
、
柿
の
木
の

絵
を
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
描
き
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
っ
た
吉
田
さ
ん

は
「
子
ど
も
た
ち
の
絵
は
社
会

情
勢
を
意
識
し
た
タ
イ
ト
ル
に

な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
様
子
を

肌
で
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

岡
田
清
佳
さ
ん

　
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
植
樹
で
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
絵
は
、
み
ん
な
真
剣
で
カ

を
合
わ
せ
い
い
絵
が
で
き
ま
し

た
。
今
日
の
日
を
忘
れ
ず
に
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
真
理
さ
ん

　
今
日
ま
で
集
落
の
方
が
育
て
、

成
長
し
て
る
柿
の
木
を
見
て
、

安
心
し
ま
し
た
。
1
0
年
後
の
収

穫
祭
で
は
、
実
を
結
び
収
穫
で

き
る
よ
う
見
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
．
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麟ダ

罵
」纏

故
・
関
谷
甲
子
夫
氏
の

　
　
尊
い
志
を
生
か
し
ま
す
…

「
亡
く
な
っ
た
大
正
医
院
院
長
の
遺
志
を
町
で
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
、
こ
の
た
び
関
谷
ア
ヤ
様
か
ら
、
松
代
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
百
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
福
祉
協
議
会
の
会
長
を

つ
と
め
る
関
谷
町
長
は
、
故
・

関
谷
甲
子
夫
氏
に
つ
い
て
「
亡

く
な
ら
れ
た
院
長
先
生
に
は
、

町
は
診
療
所
を
は
じ
め
と
し
た

医
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
い
範

囲
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
を
子
ど
も
か

ら
お
年
よ
り
ま
で
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
存
在
は
大
き
か
っ
た
だ
け
に

残
念
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
当
町
は
、
高
齢
化

率
3
7
暫
と
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
を
向
か
え
、
介
護
に
関
し
て

は
、
国
民
共
同
連
帯
の
理
念
に

基
づ
き
介
護
保
険
制
度
が
施
行

さ
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

へ
の
自
立
支
援
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
．
そ
う
し
た
中
で
、
今
回

の
寄
付
に
つ
て
、
関
谷
町
長
は
、

「
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
方
、

そ
し
て
、
障
害
を
抱
え
た
方
も

大
勢
お
り
ま
す
．
そ
う
し
た
方

へ
の
活
動
対
策
も
必
要
な
状
態

で
す
．
関
谷
様
を
失
っ
て
残
念

で
す
が
、
ご
遺
志
を
尊
重
し
、

地
域
住
民
の
福
祉
に
役
立
て
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

紫会を莞准・・…一・……”●

翁
欝
痛
聾
簑
罎

鰹
慰
◎
麗
縢
競
濯
粛
雫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
麟
欝

10
月
7
日
0
と
1
4
日
㈹
に
公
募
見

冤
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
登

ぺ
録
し
た
作
家
の
う
ち
、
希
望
し
た
ー

ン
4
0
人
が
バ
ス
で
当
町
の
犬
伏
な

コ
ど
圏
域
内
の
公
募
ポ
イ
ン
ト
7
箇
所

銘
回
η
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
徴

イ
を
知
つ
て
も
ら
い
、
設
置
の
留
意
事

ア
項
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
を
受

吻
け
ま
迄

纐里創プラン通信ぬ26…・…

　
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
作
家
を
選
定
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
（
公
募
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
公
募
は
圏
域
内
の
7

箇
所
の
公
募
ポ
イ
ン
ト
（
十
日
町
市
鉢
、
中
里
村
重
地
、
津
南
町
上
野
、

松
代
町
犬
伏
、
松
之
山
町
大
荒
戸
、
川
西
町
中
仙
田
及
び
中
子
）
に
対
し
、

地
域
性
を
考
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
作
家
か
ら
受
け
付
け
、
公
募
ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
、
優
秀
作
を
選
定
す
る
も
の
で
す
．

　
当
選
し
た
作
家
は
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
参
加
作
家
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
提
案
プ
ラ
ン
を
地
域
や
事
務
局
と
協
議
し
な
が
ら
作
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．

　
公
募
の
応
募
登
録
は
n
月
1
6
目
ま
で
で
、
プ
ラ
ン
の
提
出
は
n
月
2
0
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
n
月
3
0
日
に
審
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
す
．

　
1
0
月
7
日
側
と
1
4
目
㈲
に
公
募
見
堂
ム
云
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
れ
は
登

録
し
た
作
家
の
う
ち
、
希
望
者
に
バ
ス
で
公
募
ポ
イ
ン
ト
7
箇
所
全
て
を

回
り
な
が
ら
、
各
地
区
の
特
徴
や
設
置
で
の
留
意
事
項
を
説
明
す
る
も
の

で
す
．
関
東
や
県
内
を
は
じ
め
広
島
や
台
湾
か
ら
、
7
日
は
2
3
組
2
5
人
、

14
日
は
94
組
1
1
5
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
．

十
日
町
地
域
圏
域
や
近
隣
市
町
村
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
．
見
学

会
に
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
地
元
の
人
や
北
川
フ
ラ
ム
総
合
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
説
明
を
う
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
想
を
練
っ
て
い
ま
し

た
．
初
め
て
妻
有
に
き
た
と
い
う
作
家
は
「
こ
れ
だ
け
の
自
然
が
残
っ
て

い
る
の
は
貴
重
だ
。
ど
の
よ
う
な
作
品
を
作
れ
る
か
、
が
ん
ば
つ

て
み
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
4
目
の
見
愚
天
本
終
了
後
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
地
元
住
民
ら
約
6
0
名
が
集
ま
っ
て
交
流
を
深
め
る
一
方
、

山
菜
料
理
や
地
酒
に
舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

　
公
募
の
登
録
は
現
時
点
で
2
0
0
人
（
グ
ル
ー
プ
）
を
超
え

て
お
り
、
今
後
更
に
大
勢
の
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
陶
や
植
物
を
使
っ
た
作
品
提
案
も
募
集
し
て
お
り
、
陶
芸

や
造
園
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
の
広
い
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
公
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
．

　ホームページのアドレスは
http＝〃www．tiara．orjp／～t』kouiki／
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中学生

　
感
動
や
喜
び
を
伝
え
る
の
に
、

ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
い
け
れ
ど

“
あ
り
が
と
う
”

今回は、1年

生の樋ロ友佳

子さんの発表

を紹介します。

繕

「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
を

松
代
中
－
年
樋

「
あ
り
が
と
う
。
」

こ
の
た
っ
た
一
言
を
、
こ
の
た
っ

た
一
言
で
い
い
の
に
、
素
直
に

言
え
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
．

　
小
学
校
五
、
六
年
の
頃
、
な

ぜ
か
男
子
に
は
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
係
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
も
、
物
を
拾
っ
て
も

ら
っ
て
も
、
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
．
情
け
な
い
話
で
す
．
「
恥
か

し
い
。
」
そ
れ
だ
け
で
し
た
。
き
っ

と
男
子
は
、
私
の
こ
と
を
ひ
ど

い
や
つ
だ
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。　
ば
ち
が
当
た
っ
た
の
か
、
こ

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
友
達
が
困
っ
て
い
た
の
で
、

何
と
か
し
て
あ
げ
た
く
て
、
よ

い
方
法
が
な
い
か
真
剣
に
悩
ん

だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に

悩
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
友
達
は
、
そ
の
問
題
が
解
決

す
る
と
、
ケ
ロ
っ
と
し
て
「
あ

り
が
と
う
。
」
の
二
言
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、

あ
り
が
と
う
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
と
ば
と
し
て
口
か
ら
は
出
ま

　
　
　
　
　
ロ
　
友
佳
子

せ
ん
で
し
た
。
さ
び
し
か
っ
た

で
す
．
「
何
で
言
わ
な
い
の
？

あ
り
が
と
う
の
一
言
ぐ
ら
い
言
っ

て
く
れ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
ー
己

と
責
め
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
先
日
、
「
ほ
く
ほ
く
の
里
」
ヘ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
に
行
っ
た

と
き
、
車
椅
子
磨
き
や
昔
話
の

創
作
劇
を
し
ま
し
た
．
車
椅
子

磨
き
の
と
き
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
言
い
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
車
椅
子
磨

き
ま
す
ね
．
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
ね
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
一
言
で
、
私
の
や
る

気
が
何
倍
に
も
な
り
ま
し
た
。
「
こ

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
車
椅
子
を
、

う
ー
ん
と
き
れ
い
に
し
ょ
う
。
」

と
思
い
ま
し
た
。

　
創
作
劇
で
も
う
ま
く
い
き
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
、
拍
手
を
い
た
だ
い
た
り
、

そ
こ
で
も
ま
た
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
、
本
当
に

う
れ
し
く
て
、
「
や
っ
て
よ
か
っ

た
な
あ
～
．
」
と
い
う
達
成
感
と

満
足
感
で
、
す
ご
く
充
実
し
た

気
分
で
し
た
。

　
も
し
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
こ
と
ば
が
な
か
っ
た
ら
、
私

た
ち
の
劇
は
、
「
お
も
し
ろ
く
な

か
っ
た
の
か
な
あ
。
」
と
心
配
に

な
り
、
同
時
に
さ
び
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。　
私
は
、
今
、
は
っ
き
り
と
分

か
り
ま
し
た
。
小
六
の
と
き
男

子
に
さ
び
し
い
思
い
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
り
、
自
分
自
身
が
さ

び
し
い
思
い
を
し
た
り
、
今
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
で
感
動

し
た
り
し
て
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
こ
と
ば
の
大
切
さ
が
分

か
り
ま
し
た
．

「
あ
り
が
と
う
。
」

こ
の
こ
と
ば
は
、
た
っ
た
一
言

で
、
人
の
心
を
明
る
く
す
る
魔

法
の
こ
と
ば
な
の
で
す
。
「
う
れ

し
い
。
」
「
よ
か
っ
た
。
」
「
ま
た

が
ん
ば
る
ぞ
。
」
な
ど
、
言
わ
れ

た
人
の
気
持
ち
が
、
ど
ん
ど
ん

明
る
く
前
向
き
に
な
る
、
す
ご

い
カ
を
も
っ
た
こ
と
ば
な
の
で

す
．　
で
は
、
な
ぜ
、
そ
ん
な
カ
を

も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
「
自
分
の
し

た
こ
と
の
価
値
を
、
相
手
が
認

め
て
く
れ
、
自
分
に
対
し
て
好

感
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る
。
」
と

い
う
こ
と
が
、
実
感
で
き
る
か

ら
な
の
で
す
．
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
こ
と
ば
が
、
自
分
の
や
っ

た
こ
と
に
自
信
を
も
た
せ
て
く

れ
る
か
ら
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、

気
持
ち
が
明
る
く
な
る
し
、
前

向
き
に
な
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
す
ば
ら
し
い
こ
と
ば
を
、

ぜ
ひ
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
言
え

る
人
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

が
、
お
互
い
に
、
い
つ
も
明
る

い
気
持
ち
で
接
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
．

　
そ
の
た
め
に
は
、
心
の
中
で

思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
ま

せ
ん
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

一
言
に
し
て
、
相
手
に
伝
え
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
私
も

が
ん
ば
り
ま
す
．

　
だ
か
ら
、
勇
気
を
出
し
て
、

言
い
ま
し
ょ
う
。

「
あ
り
が
と
う
．
」

そ
の
二
言
を
。
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←医療と福祉

園児を募集します平成14年度保育園

　町では、平成14年度入園する園児を募集します。14年度の年度

途中で、入園が必要になる家庭の方もお申し込みください。なお、

詳しいことについては最寄の保育園、または、住民課までご連絡　
い
　
さ
　
だ
　
ω
℃

　
　
　
　
　
　

　
く
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
1
2

　
　
　
　
　
～

灘
構
蝋
響
離
土
轟

　
　
0

児童福祉係、または各保育園

の祖父母が仕事や病気などで保育ができない理由が必要です．

前8時30分から午後4時30分まで

1・3・5土曜の午前8時30分から正午まで
代保育園のみ必要に応じて早朝・延長保育を行っています。（ただし、

曜の延長保育はありません）

ている園児については、保護者の申し込みの必要がありません。

　児童福祉係（盈7－2220内線28）

月
場
母
　
　
　
の

12

役
父
平
土
そ

間
所
件
間

期
場
条
時

付
付
園
育

受
受
入
保

○
○
○
○

○その他現在
○　問い合わせ　役場

保育園名 電話番号 定員数 備　　　　　考

松代保育園 7－2178 85

・子育て支援センター事業

・地域活動事業（育児講座等）

・早朝保育時間　7＝30～8＝30

・延長保育時間　16＝30～19＝00

室野保育園 8－2403 20
犬伏保育園 7－2184 30 ・へき地保育所事業

翻

嶺
還
懸
の
お
庭
蹴
瓢
か
ぜ
が
増
加
中

　
上
越
地
域
で
は
．
2
歳
か
ら
7
歳
の
子
ど
も
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
（
流

行
性
耳
下
腺
炎
）
に
よ
る
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

症
状
や
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
微
熱

や
全
身
倦
怠
感
・
耳
下
腺
の
膨
張
な
ど
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
．
す

ぐ
に
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
、
脳
炎
や
難
聴
を
起
こ
す

　
　
　
、
め
ゐ
ノ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

べ
㌧
，

　
　
、
噛

　
　
　
＾
，
』
　
。

　
　
（
ー
3

　
3
　
　
　
ン
一

　
縞
　
－
Y
　
．
》
り
鵬

　
ズ
｛
い
勘
》
、

　
　
‘
　
乏

ぢ
　
ヘ
ヘ
の

初
馬
娚
勉

、
％
夢
・

禦難窒難

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
は
？

　
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
全
身
性
の

感
染
症
で
す
。
症
状
で
も
っ
と

も
多
い
の
は
、
耳
下
腺
の
膨
張

で
、
痛
み
を
伴
い
ま
す
．
ま
た
、

感
染
し
た
人
は
、
発
熱
を
伴
い

ま
す
．
耳
下
腺
の
腫
れ
は
通
常
、

症
状
が
出
て
3
日
目
頃
が
最
大

と
な
っ
て
、
6
～
m
日
で
消
え

ま
す
．
し
か
し
、
潜
伏
期
間
が

2
～
3
週
間
と
長
く
、
こ
の
間

に
も
感
染
源
と
な
り
、
流
行
し

や
す
い
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
．
髄
膜
炎
を
合
併
し
や

予
防
接
種
が
効
果
的
で
す

　
1
歳
以
上
の
未
感
染
者
に
対

し
て
、
任
意
で
予
防
接
種
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
は
、

通
常
予
約
が
必
要
で
す
．
ま
た
、

ほ
か
の
予
防
接
種
と
の
関
連
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
病
院
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た
ら

　
ま
ず
医
師
の
指
示
に
従
い
、

早
め
の
治
療
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
感
染
の
予
防
を
防
ぐ
こ
と

か
ら
学
校
や
保
育
園
な
ど
は
耳

下
腺
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合
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詳
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住
民
課
保
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衛
生
係
ま
で
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伸
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日
佳
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な
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妻
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茸
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掴
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朝
冷
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又
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捨
て
る
田
ん
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稲
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刈
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毬
鬼
灯
や
ほ
う
と
口
衝
く
わ
ら
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唄
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
　
ま
■

人ロの動き

　男　　2，124人　　（一2人）

　女2，218人（一3人）
　計4，342人（一5人）
世帯数　1，480世帯（一1世帯）

　出生　3人　　死亡　7人
　転入　6人　　転出　7人
　　　　（13年10月末日現在）

編集室
　9ぺ一ジに紹介した美濃和さんの言葉
の中に、「埣啄同時教育」とありました。
　これは卵から雛がかえる際に殻をやぶっ
て出ますが、そのとき親の鶏も殻をツツ
くことから生まれたそうです。
　現代は、親が子どもと過ごす時間も、
その内容も、希薄になっているのかもし
れません。これだけは「制度」で解決で
きません。また、制度といえば、失業率
5％は、クラスの子どもの二人は失業を
余儀なくされている家庭だと言われてい
ます。実際に痛みを分かち合えるほど、
子どもたちは守られているでしょうか。
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です。

　熊は、冬ごもりのえさを求めて出

没します．夜間から明け方は注意

が必要です。また、入山の際は、

鈴などを身につける注意が必要で

　熊に関する情報は、役場住民課

環境係まで．

愛の献血悔磁協力ください

　　一全血献血iのご案内一

日時11月26日（月）

　　　　午前：9時30分～12時

　　　　午後：13時～16時

会　場　役場前

問い合わせ　役場住民課衛生係

　　　　　　で

家屋の取ゆ壊纏爵相続な
どで異動鷹腰顎艶場合は
手続き力泌要誰す

対　象

①家屋の全部、または一部を取り

　壊した人。

②未登記家屋で売買、または贈与、

　相続などで異動がある人。

問い合わせ　届出が必要ですので

　　　　　役場出納税務室税務

　　　　　係まで

圓
圏
◆
團
回

　
　
（
1
0
月
1
日
～
1
0
月
31
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
　
ち
ひ
ろ

伊
藤
　
千
紘
瀦
・
憲
佐
・
て
る
み
さ
ん

　
（
松
代
・
女
の
子
・
松
代
病
院
公
舎
）

　
　
　
れ
　
お

村
山
　
玲
雄
≠
・
達
也
・
俊
美
さ
ん

（
松
代
・
男
の
子
東
部
タ
ク
シ
ー
）

　
　
ゆ
　
り
　
か

村
山
百
合
香
ノ
・
良
一
・
グ
ラ
シ

ア
パ
ズ
さ
ん
（
松
代
・
女
の
子
・
松

山
屋
履
物
店
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

柳
　
貞
二
郎
さ
ん
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
　
（
苧
島
・
さ
じ
ん
）

小
野
島
ユ
キ
さ
ん
　
　
　
　
鴇
歳

　
（
松
代
・
小
野
島
歯
科
医
院
）

柳
　
　
キ
ョ
さ
ん
　
　
　
雛
歳

　
　
　
　
（
孟
地
・
と
も
ぜ
ん
）

鈴
木
　
マ
ツ
さ
ん
　
　
　
8
6
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
ふ
く
ぞ
う
）

佐
藤
　
平
作
さ
ん
　
　
　
8
6
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
孟
地
な
や
）

樋
口
　
堅
一
さ
ん
　
　
　
6
8
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
風
月
堂
）

若
月
　
ハ
ツ
さ
ん
　
　
　
8
8
歳

　
　
　
（
孟
地
・
へ
い
じ
ろ
う
）

市
川
フ
ジ
ノ
さ
ん
　
　
　
劔
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
お
お
か
み
）
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町の行事予定（11・12月）

「16（火）

心配ごと相談デイザービスS9二〇〇～（担当二柳）

21（水）

22休）

鞭， 郡ソフトバレーボール大会（総合体育館）
勤労感謝の日・小雪

24仕）

璽離 フリーマーケット『愛の風』（、3・るさと会館）9100～12：00

26（月） 献血役場前9130～16二〇〇

27（火）

28（水）

29休）

30（金） 心配ごと相談（デイザービスS）9100～（担当二村山）

1㍗仕〉

第5回空手道選手権大会（総合体育館）9二〇〇～

3（月）

4（火）

5（水）

6休）

7（金）
大雪

心配ごと相談（デイザービスS）9100～（担当1齋藤）

8（翁松代保育園お遊戯会9100～

10（月）

11（火）
年末の交通事故防止運動（～31日）

『年の瀬はゆとりと笑顔で安全運転』

12（水）

13（木） 麻しん予防接種（総合センター）13二30～14二〇〇

14（金） 心配ごと相談（デイザービスS）9＝00～（担当二石黒）

15仕〉
痴呆相談会（在宅介護支援センター）13：30～

犬伏保育園お遊戯会9二30～

17（月）

18（火）
すくすく教室「お楽しみクリスマス会」

　　　　　　　　　　　　松代保育園9二〇〇～

19（水）

20（木）

お知らぜ

伽
▼
▲
－

…みんなで安心して冬をむかえたい…

安描の塑薯は

私道（玄関）の除雪

高齢者世帯の雪降ろし

その他地区で必要とする安心事業

…集落全体で取り組んでみませんか

　町では、高齢化にともない、自宅での生活に不安を抱えて
いる高齢世帯をはじめ、住民が安心して生活できるような集
落ぐるみの活動を支援しています．

　安心づくり事業では、除雪や屋根の雪降ろしなど、集落で
「安心づくり組合」等の組織をつくり、内容を話し合い、高齢

の方の世帯や障害を持つ方の世帯などを地区全体で支え合う
ことを支援しています．

　補助を受けるための条件など詳しいことは役場住民課福祉
係までご連絡ください．

”焼き物教室”開催中です

　社会福祉協議会では、しぶみの家に陶芸用の電気炉を設置
し、陶芸教室を行ってきました．そして、この秋から、対象
を広げ、どなたでも参加できる自主講座として行っています．

ただ今、受講する人を募集していますので、あなたも気軽に
参加して陶芸を楽しんでみませんか．

開催日：毎月第2・第4金曜13時30分～16時
会場：しぶみの家2階
受講料：1，000円／回
その他：粘土などの材料費として実費をいただきます
問い合わせ：松代町社会福祉協議会（TEL7－3700）

灘っ℃…曾曾 、鶴噸讃

　最近「無料で品物を差し上げます」と言葉巧みに大勢の人
を集め、無料で品物を配り、会場で盛り上げた後で布団など
の高い品物を販売する商法（「催眠商法」と呼んでいます）の

被害が増えています．

　特にお年よりなどが狙われることが多く、商品を買うまで
帰さなかったり、業者が家までついてきたりします。

　被害を防ぐためには、業者に会場を提供しない、また、会
場には行かないなどの対策が必要です。

　また、もし、契約をしてしまった場合でも契約書を受け取っ

た日から8日以内であれば無条件で契約を解除できる「クー
リング・オフ」という制度が法律で定められています．
問い合わせ：新潟県消費者センター（TEL　O25－285－4196）
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▲
日
本
に
ス
ロ
ー
フ
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ド
の
運
動
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紹
介
し
た
島
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菜
津
さ
ん
（
中
央
）
も
芝
峠
あ
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ぼ
に
挑
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輿
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当
町
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ア
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ェ
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オ
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王
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菅
刈
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田
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さ
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1
0
月
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、
八
王
子
市
職
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年
組
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と
菅
刈
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田
沢
の
皆
さ
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周
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交
流
5
周
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祝
う
会
を
旧

5
菅
刈
分
校
で
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い
ま
し
た
．
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は
、
関
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交
60
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集
ま
り
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っ
た
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の
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ま
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流
八
王
子
市
職
の
委
員
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岡
一
岡
さ
ん
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「
新
し
い
学
校
は
、
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先
生
が
地
元
の
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で
、
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徒
は
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刀
八
王
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菅
刈
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史
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を
刻
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で
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よ
う
願
っ
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学
ま
す
」
と
話
し
て
い
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た
・

く

圓
　
　
交
流
を
通
し
て
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子
ど
も
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ち
の
活
動
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

圓圓
　
と
を
期
待
し
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ま
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圓

璽圏醗圏瞳翻翻
　
今
回
は
、

大
地
の
芸
術
祭
で
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
…

　
と
て
も
大
勢
の
人
と
出
会
い

ま
し
た
。
ま
た
、
耕
運
機
に
喜

ん
で
乗
る
孫
と
、
一
緒
に
作
品

の
あ
る
棚
田
に
通
っ
た
の
も
い

い
思
い
出
で
す
。
今
で
も
、
日

に
3
か
ら
4
組
の
人
を
見
か
け

ま
す
。
私
が
農
作
業
を
し
て
い

る
と
、
訪
れ
た
人
が
声
を
か
け

て
き
ま
す
。
カ
バ
コ
フ
さ
ん
の

作
品
は
何
を
意
味
す
る
の
か
聞

く
の
で
す
ね
。
「
あ
の
ね
、
昔
は
、

牛
で
田
を
耕
し
て
い
た
ん
だ
」

と
私
が
言
う
と
「
大
変
で
す
ね
」

と
納
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し
ま
す
。
今
も
棚
田
で

稲
を
つ
く
る
こ
と
は
大
変
な
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
驚
．

松
代
の
福
島
友
喜
さ
ん
を
訪
れ
ま
し
た
。

灘難

「
こ
れ
か
ら
雪
と
な
り
ま
す
。
農

作
業
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
話
す
福
島
さ
ん

業
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
稲
の
あ
る
う
ち
は
、
み
ん
な

畦
道
を
と
お
っ
て
作
品
の
そ
ば

ま
で
来
て
、
話
を
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
今
年
に
入
っ

て
沖
縄
、
網
走
な
ど
か
ら
も
来

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
く
る
み
た
い

で
す
ね
。

出
会
い
も
生
ま
れ
…

　
こ
う
い
う
時
代
に
な
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
大

地
の
芸
術
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
今
も
手

紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

早
稲
田
大
学
の
学
生
が
律
儀
に

お
酒
を
帰
り
際
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。
今
の
若
い
人
た
ち
は
…

と
言
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
を
頼

も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
知
り
合
い
に
か
ら
か
わ
れ
た

り
も
し
ま
す
が
」
と
、
隣
り
で

奥
さ
ん
の
秀
子
さ
ん
と
一
緒
に

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
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